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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第16期

第２四半期
連結累計期間

第17期
第２四半期
連結累計期間

第16期

会計期間
自　2018年４月１日
至　2018年９月30日

自　2019年４月１日
至　2019年９月30日

自　2018年４月１日
至　2019年３月31日

売上高 (千円) 826,703 984,372 1,787,527

経常利益 (千円) 296,781 244,864 687,288

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 186,039 135,572 438,596

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 186,039 135,572 438,596

純資産額 (千円) 2,348,617 2,560,517 2,405,523

総資産額 (千円) 2,706,561 2,976,731 2,836,193

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 6.99 5.09 16.42

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 6.88 5.08 16.25

自己資本比率 (％) 86.7 86.0 84.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 188,097 144,768 449,774

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △22,004 △47,773 △103,239

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △953 8,454 △198,857

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,338,686 2,426,675 2,321,224
 

　

回次
第16期

第２四半期
連結会計期間

第17期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2018年７月１日
至　2018年９月30日

自　2019年７月１日
至　2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 2.77 2.44
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 当社は、2018年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っておりますが、第16期の期首

に当該株式分割が行われたと仮定し、「１株あたり四半期（当期）純利益」及び「潜在株式調整後１株あた

り四半期（当期）純利益」を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また主

要な関係会社における異動もありません。

 
 第１四半期連結会計期間において、株式会社シンクロ・キャリアは、当社の連結子会社である株式会社ウィット

からの新設分割による設立のため、連結の範囲に含めております。 なお、当社グループは、インターネットメディア

事業の単一セグメントであります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 
(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善が続く等、緩やかな回復基調で推移い

たしました。一方、海外経済の不確実性や世界的な貿易摩擦の影響等もあり、景気の先行きは不透明な状況が続い

ております。

飲食業界におきましては、原材料価格の高騰及び人手不足に伴う人件費等のコスト上昇を背景に、７月は梅雨明

けが大幅に遅れたことで全体の売上高は前年を下回ったものの、８月は土日祝日の合計が前年より２日多いこと等

も影響し、売上高は前年をやや上回っております。また、９月は大型台風上陸による被害はあったものの、消費増

税前の商業施設への駆け込み需要が牽引する形で、売上高は前年を上回る水準で推移しております。(出所：一般社

団法人日本フードサービス協会「外食産業市場動向調査 2019年９月度結果報告」)

このような事業環境のもと、当社グループは、「食の世界をつなぎ、食の未来をつくる」を経営理念として、出

店開業・運営支援サイトである「飲食店.COM」をはじめとするインターネットメディア事業を運営してまいりまし

た。「飲食店.COM」においては、積極的なSEO対策やインターネット広告等による認知度向上、サイトの細かなユー

ザビリティの見直し等により、2019年７月にユーザー数が16万件を突破しました。また、「求人＠飲食店.COM」や

「PlaceOrders」の機能追加及びサービス拡充等により、2019年９月末時点における登録ユーザー数が165,983件(前

年同期比19.2％増)と順調に増加しており、「飲食店.COM」に対してサービス提供する不動産事業者や食材仕入事業

者等の関連事業者(注１)についても、4,055社(同5.0％増)と増加しております。また、組織面では、更なる事業拡

大を見据えた体制確立のため、従来以上に積極的な人員採用を行ってまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は984,372千円(同19.1％増)、営業利益は245,162千円

(同17.3％減)、経常利益は244,864千円(同17.5％減)、一方、投資有価証券評価損を計上した結果、親会社株主に帰

属する四半期純利益は135,572千円(同27.1％減)となりました。

なお、当社グループはインターネットメディア事業の単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付けた

記載を行っておりません。サービス別の売上高の内訳は、運営サービス776,512千円(同25.0％増)、出退店サービス

136,015千円(同6.0％減)、その他サービス71,844千円(同18.4％増)であります。

 
(注) １．2019年９月末時点において、不動産事業者、内装事業者、食材仕入事業者として登録している事業者数を記

載しております。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は2,598,605千円となり、前連結会計年度末に比べて111,283千円

増加しました。主な増加要因は、売上増加による現金及び預金の増加(前連結会計年度末比105,454千円増)等であり

ます。固定資産は378,126千円となり、前連結会計年度末に比べて29,254千円増加しました。主な増加要因は、本社

事務所の増床によるものであります。以上の結果、総資産は2,976,731千円(同140,537千円増)となりました。

 
(負債)

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は396,165千円となり、前連結会計年度末に比べて13,405千円減少

しました。主な減少要因は、法人税等支払による未払法人税等の減少(同16,569千円減)、消費税等支払による未払

消費税等の減少(同19,850千円減)等であります。固定負債は20,047千円となり、前連結会計年度末に比べて1,050千

円減少しました。以上の結果、総負債は416,213千円(同14,456千円減)となりました。

 
(純資産)

当第２四半期連結会計期間末における純資産は2,560,517千円となり、前連結会計年度末に比べて154,994千円増

加しました。主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益計上等による利益剰余金の増加(同133,045千円増)、

新株予約権の行使による資本金の増加(同4,753千円増)及び資本準備金の増加(同4,753千円増)によるものでありま

す。

　

(3) 経営成績の分析

（売上高）

売上高は984,372千円となりました。内訳は、運営サービス776,512千円、出退店サービス136,015千円、その他

サービス71,844千円であります。

（売上総利益）

売上原価は142,732千円となりました。これは主に、自社サービスの開発や制作に係る人件費であります。この結

果、売上総利益は841,639千円となりました。

（営業利益）

販売費及び一般管理費は596,476千円となりました。これは主に、人件費、広告宣伝費等であります。この結果、

営業利益は245,162千円となりました。

（経常利益）

 経常利益は244,864千円となりました。

（親会社株主に帰属する四半期純利益）

法人税等は99,301千円となりました。この結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は135,572千円となりまし

た。
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　(4) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、営業活動によって獲得

した資金144,768千円から投資活動によって支出した資金47,773千円及び財務活動によって獲得した資金8,454千円

を加えた結果、前連結会計年度末に比べて105,450千円増加し、当第２四半期連結累計期間末には2,426,675千円と

なりました。当第２四半期連結累計期間末における各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりです。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果獲得した資金は、144,768千円となりました。主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益

234,874千円の計上等があったこと、主な減少要因は、法人税等支払128,321千円等であります。

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果支出した資金は、47,773千円となりました。主な増加要因は、定期預金の払戻による収入50,050

千円等があったこと、主な減少要因は、定期預金の預入による支出64,055千円、有形固定資産の取得による支出

30,876千円等であります。

 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果獲得した資金は、8,454千円となりました。主な増加要因は、新株予約権の行使による株式の発行

による収入9,232千円があったこと、減少要因は、長期借入金の返済による支出984千円であります。

　

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題については重要な変更はありません。

 
(6) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 86,400,000

計 86,400,000
 

 
② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,893,800 26,893,800
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 26,893,800 26,893,800 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年７月29日
（注）

32,850 26,893,800 4,753 510,517 4,753 498,517
 

（注）新株予約権行使による増加であります。
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(5) 【大株主の状況】

   2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を除
く。)の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

藤代　真一 東京都目黒区 12,415 46.62

エイトクラウズ株式会社 東京都渋谷区広尾一丁目３番18号 2,700 10.13

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町二丁目11番３号 1,968 7.39

大須賀　康人 東京都大田区 1,300 4.88

野村信託銀行株式会社(投信口) 東京都千代田区大手町二丁目２番２号 1,024 3.84

BBH FOR GRANDEUR PEAK
INTERNATIONAL OPPORTUNITIES
FUND
(常任代理人)株式会社三菱ＵＦ
Ｊ銀行 

1290 BROADWAY STE 1100 DENVER COLORADO
80203
(東京都千代田区丸の内二丁目７番１号)

556 2.08

株式会社ワイオーアセット 東京都大田区南雪谷二丁目５番12号 500 1.87

BBH FOR GRANDEUR PEAK GLOBAL
OPPORTUNITIES FUND
(常任代理人)株式会社三菱ＵＦ
Ｊ銀行 

1290 BROADWAY STE 1100 DENVER COLORADO
80203
(東京都千代田区丸の内二丁目７番１号) 

410 1.54

MSIP CRIENT SECURITIES
(常任代理人)モルガン・スタン
レーＭＵＦＧ証券

25 CABOT SQUARE,CANARY WHARF, LONDON E14
4QA, U.K
(東京都千代田区大手町一丁目９番７号)

347 1.30

むさし証券株式会社
埼玉県さいたま市大宮区桜木町四丁目333番
13号

303 1.14

計 － 21,526 80.84
 

（注）持株比率は自己株式(265,659株)を控除して計算しております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
 普通株式

－ －
265,600

完全議決権株式(その他)
普通株式

266,236

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あります。なお、単元株式数
は100株であります。

26,623,600

単元未満株式 4,600 － －

発行済株式総数 26,893,800 － －

総株主の議決権 － 266,236 －
 

　(注) 「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式59株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

2019年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社シンクロ・フード
東京都渋谷区恵比寿南
一丁目７番８号

265,600 － 265,600 0.98

計 － 265,600 － 265,600 0.98
 

　(注)　当該株式数は「① 発行済株式」の「完全議決権株式(自己株式等)」欄の普通株式に含まれております。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告提出後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社シンクロ・フード(E32647)

四半期報告書

 8/18



第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2019年７月１日から2019年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

 

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,371,275 2,476,730

  売掛金 125,571 101,722

  前払費用 9,105 30,994

  その他 1,418 5,455

  貸倒引当金 △20,048 △16,296

  流動資産合計 2,487,322 2,598,605

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 34,381 51,734

   工具、器具及び備品（純額） 1,374 3,465

   有形固定資産合計 35,755 55,199

  無形固定資産   

   のれん 104,344 91,301

   無形固定資産合計 104,344 91,301

  投資その他の資産   

   投資有価証券 10,000 －

   出資金 320 320

   敷金及び保証金 112,979 115,697

   繰延税金資産 21,032 37,277

   長期性預金 64,000 78,000

   その他 439 329

   投資その他の資産合計 208,771 231,625

  固定資産合計 348,871 378,126

 資産合計 2,836,193 2,976,731
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 5,286 7,925

  1年内返済予定の長期借入金 1,968 984

  未払金 27,545 25,786

  未払費用 26,500 27,523

  前受金 152,882 175,981

  未払法人税等 141,534 124,964

  未払消費税等 38,057 18,207

  その他 15,797 14,793

  流動負債合計 409,571 396,165

 固定負債   

  長期借入金 708 708

  資産除去債務 20,390 19,339

  固定負債合計 21,098 20,047

 負債合計 430,670 416,213

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 505,763 510,517

  資本剰余金 493,763 498,517

  利益剰余金 1,605,935 1,738,981

  自己株式 △200,906 △188,386

  株主資本合計 2,404,556 2,559,629

 新株予約権 967 888

 純資産合計 2,405,523 2,560,517

負債純資産合計 2,836,193 2,976,731
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 826,703 984,372

売上原価 102,913 142,732

売上総利益 723,790 841,639

販売費及び一般管理費 ※  427,174 ※  596,476

営業利益 296,615 245,162

営業外収益   

 受取利息 15 6

 受取配当金 6 6

 その他 183 3

 営業外収益合計 205 15

営業外費用   

 株式交付費 － 0

 支払利息 40 13

 寄付金 － 300

 営業外費用合計 40 313

経常利益 296,781 244,864

特別利益   

 新株予約権戻入益 － 10

 特別利益合計 － 10

特別損失   

 投資有価証券評価損 － 10,000

 特別損失合計 － 10,000

税金等調整前四半期純利益 296,781 234,874

法人税、住民税及び事業税 106,107 115,547

法人税等調整額 4,634 △16,245

法人税等合計 110,741 99,301

四半期純利益 186,039 135,572

親会社株主に帰属する四半期純利益 186,039 135,572
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 186,039 135,572

四半期包括利益 186,039 135,572

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 186,039 135,572

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 296,781 234,874

 減価償却費 1,912 4,678

 のれん償却額 13,043 13,043

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,839 △3,751

 受取利息及び受取配当金 △22 △12

 支払利息 40 13

 投資有価証券評価損益（△は益） － 10,000

 売上債権の増減額（△は増加） 27,263 23,848

 前払費用の増減額（△は増加） 91 △21,889

 仕入債務の増減額（△は減少） △952 2,638

 未払金の増減額（△は減少） △12,710 △1,759

 未払費用の増減額（△は減少） △5,549 1,023

 未払消費税等の増減額（△は減少） △13,137 △19,850

 前受金の増減額（△は減少） 15,176 23,099

 その他 9,043 7,134

 小計 326,139 273,090

 利息及び配当金の受取額 22 12

 利息の支払額 △40 △13

 法人税等の支払額 △138,024 △128,321

 営業活動によるキャッシュ・フロー 188,097 144,768

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の取得による支出 △10,000 －

 定期預金の預入による支出 △62,050 △64,055

 定期預金の払戻による収入 50,046 50,050

 有形固定資産の取得による支出 － △30,876

 敷金及び保証金の差入による支出 － △4,737

 敷金及び保証金の返戻による収入 － 2,020

 その他 － △174

 投資活動によるキャッシュ・フロー △22,004 △47,773

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 9,232

 ストックオプションの行使による収入 30 206

 長期借入金の返済による支出 △984 △984

 財務活動によるキャッシュ・フロー △953 8,454

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 165,139 105,450

現金及び現金同等物の期首残高 2,173,546 2,321,224

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  2,338,686 ※  2,426,675
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 
当第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日　至　2019年９月30日)

(1) 連結の範囲の重要な変更
　　　第１四半期連結会計期間より、株式会社シンクロ・キャリアは、当社の連結子会社である株式会社
　　ウィットからの新設分割による設立のため、連結の範囲に含めております

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年９月30日)

給与及び手当 136,789千円 201,246千円

減価償却費 1,515 〃 3,803 〃

貸倒引当金繰入額 2,560 〃 6,064 〃
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

現金及び預金 2,388,737千円 2,476,730千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△50,050 〃 △50,055 〃

現金及び現金同等物 2,338,686千円 2,426,675千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

配当に関する事項

該当事項はありません。

 
当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

配当に関する事項

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

当社グループはインターネットメディア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
当第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

当社グループはインターネットメディア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 6.99円 5.09円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 186,039 135,572

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

186,039 135,572

普通株式の期中平均株式数(株) 26,601,044 26,599,640

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 6.88円 5.08円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 419,894 63,933

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年11月14日

株式会社シンクロ・フード

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 伊　集　院　　邦　光 ㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 伊　　藤　　裕　　之 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シンク

ロ・フードの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2019年７月１日から

2019年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シンクロ・フード及び連結子会社の2019年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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